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1. まえがき 
 台風 0418号は、2004年 9月 8日に北海道西岸を北上
し広い範囲を暴風圏に巻き込み、北海道日本海沿岸各地

に高波による被害をもたらした。図-1 に示す北海道積
丹半島西岸の神恵内村では、一般国道 229号に架かる大
森大橋の落橋をはじめとして、道路、海岸、漁港などの

公共施設に多くの被害が発生した。また、海岸付近に立

地した多くの家屋が、越波により甚大な被害を受けた。 
 本研究では、神恵内村でも特に海岸家屋の被害が大き

かった赤石地区において現地調査を行い、越波による家

屋被害の状況について整理した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 神恵内村の位置 
 
2. 台風の経路と海象変化 

2004 年 8 月 28 日に発生した台風 0418 号は、勢力を
維持したまま 9月 8日に北海道西岸を北東に進んだ。   
図-2 に当日の海象変化を示す。この台風により神恵
内村周辺海域では、13～14時に平均風速が 30m/sを超え
る南西の風(海岸に直角方向)が吹き、13 時に沖波波高の
極大値H0=7.58m、周期T0=11.8sの波が発生した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図-2 9月 8日の波浪および潮位(本間ら1)による) 

また、潮位は台風による気圧の低下に伴う海面の吸い

上げ効果と海岸線に対して直角方向である南西の強風に

よる吹き寄せ効果により、小樽港の潮位観測記録では天

文潮位よりも最大 59cmの偏差が生じ、14時には最大潮
位 T.P.+85cmを記録した。 
 
3. 神恵内村における被害状況 
 台風 0418 号により後志支庁管内では、家屋の全半壊
80件、家屋一部破損 1,556件の被害が発生した。後志管
内でも海岸付近に立地する家屋が多い神恵内村では、神

恵内地区 116 件、赤石地区 162 件、珊内地区 61 件、川
白地区 96件、合計 435件の家屋被害が発生した。写真-
１は赤石地区の家屋被害状況を示している。護岸に近い

家屋は越波の直撃を受け全半壊している。護岸からやや

離れた家屋においても玄関や窓が破壊している。写真-2
に示す「道の駅」は護岸から 30m 以上も離れていたが、
道路に打ち上がり冠水した海水が流れ込み窓や扉を破壊

した。 
 しかし、このような中で人的な被害が発生しなかった

のは、地元住民が過去の経験から危険を予測して、波浪

がピークに達する前の 9 月 8 日 10 時頃より高台に避難
を開始したためである。 
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写真-1 越波による家屋の半壊状況 
 

 

写真-2 道の駅「オスコイ!かもえない」の被害状況 



 
4. 赤石地区の家屋被害状況 
 神恵内村内で家屋被害が最も大きかった赤石地区は、

写真-3 に示すように、積丹半島の山々から続く急峻な
崖が海岸まで迫る岩礁地帯で、平地はほとんどなく沖側

は 1/20 程度の海底勾配となっている。海岸線には、図-
3 に示すように、国道 229 号を挟み護岸から 10～20m
程度離れた位置に家屋が並んでおり、海側には遮るもの

がない。 
赤石地区の海岸家屋 16 軒を対象として、災害時の極

大波である沖波波高H0=7.58m、周期T0=11.8sにおける越
波流量を算定した。表-1 には各家屋の被害状況ととも
に、対応する護岸条件および越波流量を示している。な

お、本地区の海底勾配は 1/20 であることから、合田の
越波流量算定図2) 海底勾配 1/10 および 1/30 より求めた
値の中間値を本地区の越波流量とした。赤石地区の護岸

では 0.005～0.021（m3/m/sec）の越波流量が発生してお
り、一般的な基準値である 10-5のオーダーを大きく超え

ている。 
図-4 は、横軸に護岸から家屋までの距離、縦軸に越

波流量をとり、家屋被害の有無を示している。半壊した

家屋の大部分は護岸から 11～13mに位置しているが、越
波流量が 0.01 m3/m/sec程度であっても護岸からの距離が
14m以上になると家屋の被害が生じていないことがわか
る。各家屋の構造形式や築年数が異なるため厳密な評価

は難しいが、同図の「家屋半壊」と「被害なし」の境界

線は、やや右上がりの傾向が認められる。 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真-3 赤石地区の状況 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-3 赤石地区の道路護岸と家屋の位置関係 

  

 
表-1 赤石地区における越波による家屋被害状況 

-4 赤石地区における越波家屋被害と距離の関係 
 

. まとめ 

開発建設部、北海

道

考文献 
輔，窪内篤，山本泰司，木村克俊：波浪作用

2) の施設の技術上の基

設置水深 天端高 換算沖波 越波流量 護岸から 家　屋

ｈ(m) hc（m） 波高H0'(m) q(m3/m/s) の距離(m) 被　害

Ａ +1.2 +5.3 7.5 0.008 14 なし
Ｂ -0.2 +5.3 7.5 0.008 13 半壊
Ｃ -0.2 +5.2 7.5 0.019 11 半壊
Ｄ +0.3 +4.8 7.1 0.020 13 半壊
Ｅ +0.3 +4.8 7.1 0.021 16 半壊
Ｆ -1.8 +4.9 6.8 0.009 17 なし
Ｇ -2.1 +4.9 6.8 0.009 12 半壊
Ｈ -1.4 +5.1 7.3 0.013 11 半壊
Ｉ -3.1 +5.6 6.9 0.005 12 なし
Ｊ -3.8 +4.3 6.9 0.007 15 なし
Ｋ -3.2 +4.7 6.9 0.010 12 半壊
Ｌ -2.6 +4.6 6.9 0.012 12 半壊
Ｎ -2.8 +4.6 6.9 0.012 15 なし
Ｍ -2.3 +4.6 6.9 0.012 15 なし
Ｏ -2.2 +4.9 6.9 0.009 16 なし
Ｐ -1.9 +5.1 6.9 0.016 14 なし

家屋

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図

 
5
 神恵内村赤石地区を例に、越波による海岸家屋の被災

特性を分析した。その結果、護岸の越波流量と護岸から

の距離によって、被害状況が異なることが分かった。今

後さらに詳細な被害分析を行うとともに、水理模型実験

による検討を実施する予定である。 
本研究にあたり、北海道開発局小樽

開発土木研究所港湾研究室および神恵内村役場の関係

各位より種々のご協力を頂いており、ここに謝意を表し

ます。 
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